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ソコンのワードプロセッサソフトで作製された初例は 1983 年度であり、その後の 5 年間
で手書きが全く無くなっている。当時のプリンタは、ほぼ全てがドットインパクト方式で
あったはずだが、当初は 1 文字を 16 dot 四方で表現する粗いものだったのが、2 年後の








来は 1200bps が限界であったところを 19200bps まで対応可能）の通信回線としても使え











































お、麻生技官の後任として、2000 年 11 月に高畑武志氏が着任し、技術専門職員として教
室共用電算機の運用と管理を担当している。 
 
表 1 京都大学理学部地球物理学教室修士学位論文の執筆手段による分類（1983～1989） 
 
 和 M 和 W 和 X 英 T 英 W 英 X 摘要 
1983 年度 9 1  1 2  ワープロ初登場 
1984 年度 7.5 3  3.5 1  24dot プリンタ登場 
1985 年度 5 6   3  ワープロ激増／英文タイプ絶滅 
1986 年度 2 5   3  手書き完全に少数化 
1987 年度 2 7   5   
1988 年度  7   1 2 手書き絶滅／TEX 登場 
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